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大学の役割は研究と教育であることは今更指摘するまでもない。そして、当然のことながら大学の教員の職
務も研究と教育である。筆者の印象では、分業社会の米国では研究か教育のどちらか一方に秀でていれば大学
の教員としてそれなりの地位を確保できるようだが、わが国では両者が求められる。しかし一方で、「良き研究
者は良き教育者」、あるいはその逆の「良き教師は良き研究者」というのも真実であろう。 
埼玉県立大学（以下「埼玉県大」）は歴代の学長以下、研究推進に関連する教員のご尽力により、ほぼ全員の
教員が学術振興会の科学研究費補助金公募に応募し、獲得件数や金額は同じ規模の公立保健医療系の単科大学
の中では他の追従を許さない最先端を走っていると聞く。教員が応募しなければならない（？）仕組みを構築
しているのは立派だし、これに従って応募する教員も素晴らしい。もとより「外部の研究資金が獲得できてい
るから有意義な研究が盛んに行われている」というわけではないが、そこそこの研究資金がないと研究が進ま
ないのも事実である。それよりも、競争的研究資金なので、少なくとも研究計画においては外部の評価に耐え
るだけのものが多かったという証左である。 
埼玉県大という大学の名称にも、研究に対するある種の理念を感じる。大学（university）の元であるuniverse
は普遍的、全世界的といった意味を含む。一方でprefecturalというローカルな形容詞が付随し、昨今はやりの
「グローバルに考え、ローカルに行動する」ということも先取りしている。奇しくも2017年8月にさいたま市
で第21回国際疫学会総会を開催させていただくことになっており、埼玉県大の先生方にも三浦学長、萱場副学
長を始めとして多くの方々にお世話になっているが、その学会のテーマは「Global/Regional/Local Health and 
Epidemiology in A Changing World」であり、埼玉県大の目指すところとつながるところがある。そういう
意味では、ノーベル賞級の研究も重要だが、地域に密着した研究もまた、特に地域住民にとっては重要なので
ある。多少皮肉っぽく言えば、細胞内でのタンパクのオートファジーの研究よりも、来たるべき超高齢化社会
を地域がどのようにして乗り越えるのかという課題に対する研究の方が、地域住民にとっては重要で切実なの
である。 
埼玉県大が創設されて20年近くになろうとしている。現在の筆者の自治医大でのポジションの前任は埼玉県
大2代目学長の柳川洋先生で、柳川先生が大学の創設と同時に副学長として赴任されたので、その後任として
そのとき以来教授を務めている。その関係で埼玉県大では創設以来、うろうろとして、時にはお酒をいただい
たりもしたが、前任の川口毅先生（元昭和大学教授）の後を受けて研究評価委員長を務めさせていただくよう
になった。自らの研究については棚に上げて、他の研究者の研究を評価するとは何事か、とお叱りを受けるの
は覚悟の上だが、埼玉県大の応援団として、外野席から応援旗を振っているつもりである。 
今年度、埼玉県大では研究開発センターが設立され、研究推進に向けてハード面、ソフト面ともにこれまで
以上に充実し、進化している。最近のご時世では、「すぐに役立つ研究」や「すぐに役立つ人材」が求められて
いる。しかし一方で、「すぐに役立つ」ものは「すぐに役立たなくなる」のも事実である。足下へのバントのよ
うな地域に密着した地道な研究に加えて、時には外野応援席を超えて飛んでいく場外ホームランのような研究
が出ることも期待したい。 
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